　　　　　　　　　　　　　　　第１回富山県文化審議会の意見要点　　　　　　資　料　３
１　文化に親しむ人の育成

　文化に親しむ環境づくり
・創造する人間や創造の成果を享受できる人づくりが課題（池上委員）

・享受する側にも、鑑定し、本物を見分ける「目利き」が重要（伊藤委員）

　・富山県だけでも、県民が自分の耳で情報を仕入れて、いいものをとりにいく力を身につけてほ　

　　しい。（若林委員）

・生涯学習の場としての文化活動のあり方の支援が非常に大事（土合委員）

　・産業構造の転換により、サービス業中心の社会に。子どものうちからどれだけ優れた芸術に触

　　れているか、体験しているか等が国や地域の競争力を決定（平田委員）

　・さらに、子どもたちの育成のため、文化、芸術の環境づくりに努めたい。（可西委員）

・小さいうちから，感性が豊かなときこそ、文化を経験させてあげるのが重要（大谷委員）

・子どもたちはすごく純粋で心が真っ白であり、それに色をつけていくのが大人の働きかけである。子どもの興味が湧くような働きかけをすべき（堤谷委員）

・中高生は大人の作品を見ることや一般の方に活動を見てもらうことで育つ。（高畑委員）

・学校教育で、間違った教育をしてしまうと、芸術離れをしてしまう。そういうことにならないよう教育を考えていかねばならない。（斎藤委員）

・生け花には、精神的なものも含まれており、そういったものを学校教育で教えていただきたい。（酒井委員）

　・子どもたちは指導者と運命共同体であり、指導者の育成が大切（土合委員）

　文化の担い手の育成
　・ボランティア、ＮＰＯ、メセナについて活動の課題を調査、把握する必要（伊藤委員）

　・芸文協とかの基盤となるところが一番しっかりしていれば、文化は整ってくる。（畠山委員）

　文化活動の場づくり
　・創造する人と享受する人を出会わせていかに創造性を開発するかが課題（池上委員）

　・美術館がもっと町に出て行き、もっと若い人々に親しんでもらえる場にすべき（石川委員）

・地域に密着した空き店舗等気楽に文化活動の発表の場を設けることが望ましい（上野委員）

２　質の高い文化の創造と世界への発信

　質の高い文化の創造と世界への発信
　・質の高い創造者を育てるためには、優れたリーダーが必要。優れたリーダーのそばで、その人

　　の仕事の仕方を見て、共に仕事をすることが一番勉強になる。（斎藤委員）

　・国際的な競争力。富山のブランドイメージを高めるために、芸術、文化で何か発信し

　　ていくことが重要（平田委員）

　多様な文化交流の促進
　・子どもたちの文化交流によって世界平和に繋がる。（舟本委員）

　・日本文化を評価したり、気づいたり、自慢に思ったり、そしてそれとは違う外国のものに対し　

　　て尊敬を払うことに気づいていくことも必要（斎藤委員）

３　文化による地域づくり

　文化を核とした地域づくり
　・富山県には、祭りや住宅など素晴らしい文化があるにもかかわらず、その価値が県民に認識さ　

　　れていない。（上野委員）

　文化活動による賑わいづくり
　・賑わいの場を取り戻すこと、コミュニティを再生することは、文化政策の根本的な課題

　（池上委員）

・人が歩いて、楽しくくつろげるような文化とか芸術といったうるおいのあるまちづくりが必要（池田委員）

　文化を活かした産業の振興
　・文化的産業、創造的産業のデータ把握、芸術家が置かれている状況などの調査が必要

　（伊藤委員）

４　その他

　・県の役割は、人材育成とネットワークづくり、人材派遣に絞り、国際発信力を持った作品づく

　　りにもっと力を入れてもいいのではないか。（平田委員）

・行政、学校、民間のネットワーク形成ができればと願っている。（大谷委員）

・プロの立場、アマの立場、ボランティアの立場で文化の捉え方は違う。（金山委員）

・文化に経済的な効果を求められる状況にはむなしさを感じる。（金山委員）

・日本はちまちましている。思い切った文化行政が必要（吉田泉委員）

・計画を立てるときに優先順位をはっきりすべきである。（平田委員）

・最終的には、かなり優先順位をつけた明快な方向性が分かるようにまとめたい。（吉田忠会長）

